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平成２７年１０月６日 
会 員 各 位 
 
                                           美しい多摩川フォーラム事務局 

 

平成２７年度 第２回 教育文化・環境清流合同部会 

◆ １０月６日（火）、美しい多摩川フォーラムの平成２７年 第２回 教育文化・環境

清流合同部会が開催されました。概要は下記のとおりです。 
 

 
   ・開催日時：平成２７年１０月６日（火）１５時～１６時半 
   ・開催場所：立川グランドホテル ３Ｆ サンマルコ 
   ・出 席 者：部会長、副部会長、運営委員、アドバイザー、会員等 
 
◎ 教育文化・環境清流合同部会の概要 
１． 開会 
２． 部会長挨拶 
３． 経過報告 ※はビデオ放映 
  （１）美しい多摩川フォーラムの森（青梅）下刈りイベント開催（7/4）【資料１】 

  （２）多摩川っ子（第８号）発刊（7/6）【資料２】 

  （３）多摩川“水”大学講座開催（7/17、9/18） 

  （４）「狛江古代カップ第２５回多摩川いかだレース記念大会」参加（7/19）※【資料３】 

  （５）第８回・子どもカヤック体験教室開催（7/25）【資料４】 

  （６）「東北・夢の桜街道推進協議会」平成２７年度総会開催（7/22青森県）【資料５】 

 （７）東京都・地域資源発掘型実証プログラム事業企画案採用決定（7/30）【資料６】 

 （８）多摩川 1万人の清掃大会参加（8/2）【資料７】 

  （９）第７回・炭焼き体験と水辺の交流会開催（8/21）【資料８】 

 （10）第３回・大人のカヤック体験教室開催（8/29）【資料９】 

 （11）第２回“多摩川酒蔵街道”のキャンペーンについて（9/1～）【資料 10】 

  （12）東急百貨店より第６回「ココエコチャリティー」の寄付金贈呈（9/29）【資料 11】 

   （13）第８回・たまリバー５０キロ命名記念・ＲＵＮ＆ＷＡＬＫ開催（10/4） 

   （14）「東北・桜サミット開催」に関する記者発表（10/5）【資料 12】 

  （15）多摩川“水”大学講座開催（10/16、11/20） 

  （16）第７回・美しい多摩川クリーンキャンペーン開催（11/7、11/14）【資料 13】 

（17）第８回・多摩川子ども環境シンポジウム開催（12/5）【資料 14】 

（18）御岳・冬物語開催（12/11）【資料 15】 
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４．意見交換 

 （１）「多摩の物語」の今後の取り組みについて 

  （２）美しい多摩川フォーラム・１０周年（平成２９年度）記念事業について 

  （３）その他 

５．部会長総括 

６．閉会 

 
１． 開会（初参加者紹介および資料確認） 

（事務局） 

定刻になりましたので、美しい多摩川フォーラム平成２７年度第２回教育文化・環

境清流合同部会を始めさせて頂きたいと思います。始めに当フォーラムのテーマソン

グである「多摩川の歌」の普及策の一環として、本日はボサノヴァ・バージョンをお

聞き下さい（ＤＶＤ視聴）。本日はじめて部会にご出席される方をご紹介いたします。 

 

（公益財団法人 東京市町村自治調査会  参与 石井 恒利 様） 

石井と申します。この８月で自治調査会の参与になりましたが、その前は、東京都

市長会事務局の事務局長をやっておりました。その頃から美しい多摩川フォーラムの

話は聞いておりましたが、なかなか参加できず、今日に至っております。当時は自治

調査会の理事も兼務しており、ネットワーク多摩にもお世話になりましたので、多摩

と深く関わっておりました。市長会の事務局長に就任する前は、東京都の都市整備局

におりまして、道路や都市基盤の整備をやっておりました。当時の石原知事の命令で、

多摩川の沿道にサイクリングが出来るようなルートを作りました。羽村市から羽田の

河口まで５０キロありますが、距離表示と案内を作りました。全てのルートを川沿い

に作ることが出来ず、立川辺りでは敷地の問題もあり、避けなければならない所もあ

りました。子どもの頃から多摩川にはしょっちゅう遊びに行っていましたし、渋谷区

に住んでいるので、小田急線で多摩川べりに行って、アユを釣ったりしていました。

最近では、自転車で、自分が作ったルートを、羽村の堰から羽田まで走ってみました。

これからも、何かお役に立てることがあればよろしくお願いいたします。 

 

（調布市 環境部環境政策課 環境保全係 主事 下妻 大輔 様） 

下妻と申します。私は今年の４月に調布市役所に入庁し、経験が浅いのですが、こ

のような場に参加させていただきましたので、勉強しながら、何かお役に立てるよう

になりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（富国生命保険相互会社 立川支社 市場開発課長 梶田 俊樹 様） 

梶田と申します。保険会社と言いますと、集めたお金を中央や海外で運用したりし
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ているので、何か地元で貢献できることはないかと考えていたところ、青梅信用金庫

さんからお誘いをいただき、今回から参加させていただくことになりました。よろし

くお願いいたします。 

 

（事務局） 

有り難うございました。なお、本日は教育文化部会長であります平野副会長が、ご

公務のため、欠席となります。はじめに、渡邉環境清流部会長よりご挨拶をよろしく

お願いします。 

 

２． 部会長挨拶 

（渡邉部会長） 

第２回目となる合同部会にご出席いただき、有り難うございます。９月には、台風

１７号、１８号による茨城県、栃木県等に大きな災害がありました。また、９月１４

日には阿蘇山の噴火等、自然災害が多くなっております。世界に目を向けると、シリ

アの難民問題など、大変な状況にあります。しかし、暗い話ばかりではなく、今日は

大村氏のノーベル医学・生理学賞という明るい話題で一色になり、我々に勇気を与え

てくれました。大村氏のこれまでの努力に対し、感謝したいと思います。美しい多摩

川フォーラムも、地域の発展のために、皆様と共に頑張ってまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

３．経過報告 

（事務局） 

はい、経過報告に入る前に、本日は、６月に実施した多摩川一斉水質調査の濁度、

色度について、ようやく纏まりましたので、お取り纏めいただいた渡邉部会長より、

簡単にコメントをいただきたいと存じます。その前に、多摩川一斉水調査をビデオに

まとめておりますので、前方のスクリーンをご覧ください。（ビデオ放映） 

 

（渡邉部会長） 

それでは報告させていただきます。６月の多摩川一斉水質調査は、多摩川フォーラ

ム発足当時から測定しており、当初はＣＯＤ値を測定していました。その後、とうき

ゅう環境財団から助成金をいただき、電気伝導率、硝酸態窒素、リン酸態リンを測定

してきました。今年は、濁度と色度を測定しました。河川の環境基準の中には濁度と

色度はありませんが、飲料水基準にはあります。多摩川上流では、飲料水として水を

採取していますので、そういう面では濁度、色度が大変重要な項目となります。濁度

について簡単に説明しますと、水の濁りの程度を示すものです。台風が来ると、川の

水が汚れますが、以前、台風が去った後半年間も水が濁り続けていたこともありまし
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た。９月９日の台風でも、青梅市河辺町付近の川では、完全にきれいな水になるまで

３週間かかっています。河川や湖沼において濁りの原因となる物質は、粘土製物質で

す。非常に粒子が小さいコロイド状態なので、沈殿しません。その他、プランクトン、

微生物および不溶性有機性物質が濁りの原因になります。雨が降ると土石が流れるの

で、一時的に濁ります。その他、多摩川には大きな都市下水が１０ヵ所設置されてい

るので、それらも濁りの原因になっていると思います。濁度の大きい水では、病原性

微生物、水に存在する粒子に吸着された有害な無機物質や有機物などの健康に影響を

及ぼすものが含まれていることを考慮しなければなりません。水道法に基づく水質基

準は２度以下になります。我々が調査した地点の４４番までは２以下になっています。

測定方法は、一般の市民団体が測定するので、こういった簡単な濁度・色度計を使い

ます。透過法測定法を用い、光を溶液に当て、散乱または吸収する方法を使います。

測定波長は８７７メーターです。可視光線が３８０～７５０ですから、赤よりも赤外

に近い光を当てて測定します。 

次に色度について説明します。色度とは、水中に含まれる溶解性物質及びコロイド

性物質が呈する類黄色ないし黄褐色の程度を数値で表したものです。なぜ黄色や黄褐

色になるかというと、着色の大きな原因は、樹木のセルロースやリグニンが酸化され

る過程でフミン酸となるからです。フミン酸は有害なものではありませんが、上水道

では塩素消毒していますので、塩素とフミン酸が反応してトリハロメタンという有害

物質が生成されますので、トリハロメタンは出来るだけ無い方が良いのです。水道法

に基づく水質基準では５度以下となっています。色度の測定波長は３９７メーターで、

可視光線で言うと紫に該当します。この光を当てると補色が吸収されますので、その

吸収度合を見ていきます。 

それでは、本川濁度のグラフをご覧ください。３番・留浦を除く採水地点４５番ま

では基準を満たしていますが、４６番・くじら公園で数値が少し高くなっています。

６１番・石田大橋東で再度数値が高くなり、７４番・大師橋下川崎側でかなり高くな

っています。これについては、実際に現地で採水していただいた山崎教育文化副部会

長にコメントをいただきたいと思います。 

 

（山崎副部会長） 

私は最下流の１０地点の採水を担当しております。７４番は干潟なので、潮が引い

て波が立つと、泥が舞い上がって水が濁ります。では何故すぐそばの７３番の濁度が

低いのでしょう。ここはコンクリートで固められているからです。数字が高いから汚

いということではありません。濁っていない７３番よりも、水が濁っている７４番の

干潟のほうが、魚が沢山います。下流は事情が特殊であるとご理解ください。 

 

 



5 

（渡邉部会長） 

有り難うございました。３番・留浦についてですが、こちらの写真をご覧ください。

見ただけで濁っているのが分かると思います。これは粘土と、窒素リンが少し高くな

っていて緑藻が出ているのかもしれません。 

次に本川色度のグラフをご覧ください。３番・留浦は基準値ギリギリのところです。

４５番・ＪＲ八高線鉄橋下から数値が急に高くなっていますが、下水処理が原因では

ないかと思われます。４００万人の多摩圏民の下水処理水が多摩川に入ってくるので、

これは止むを得ないと思います。 

次に支川濁度のグラフですが、ほとんど数値が低く、きれいであることが分かりま

す。しかし５９番・狭山池公園で数値が異常に高くなっています。ここは池なので、

大雨になると、砂利や粘土で濁りやすくなっています。色度のグラフを見ても、やは

り５９番・狭山池公園が非常に高くなっています。こちらが狭山池の写真です。水が

循環していれば濁度や色度の数値も低くなると思いますが、このように滞留している

と数値が高くなってしまうということが分かりました。 

これら７５地点の濁度と色度のデータは東京都でも調査していないと思いますので、

大変貴重なデータだと思います。来年以降も調査を続け、経年変化を見ていきたいと

思います。 
 

（事務局） 

有り難うございました。なお、データの詳細につきましては、美しい多摩川フォー

ラム公式ホームページ上に掲載しましたので、関心のある方は、ご覧いただけたらと

存じます。 

それでは、経過報告に移ります。前回６月の活動部会以降の当フォーラムの活動に

つきましては、お手元の資料の表紙に時系列でお示ししております。それでは、はじ

めに（４）番をビデオにまとめておりますので、前方のスクリーンをご覧ください。 

 

― ビデオ放映 ― 

 

経過報告を続けます。 

 

（６）「東北・夢の桜街道推進協議会」平成２７年度総会開催（7/22青森県）【資料５】 

・ 【資料５】をご覧ください。本年７月２２日、平成２７年度総会が青森県青森市

で開催され、平成２７年度も、当フォーラムより同協議会へ２，０００，０００

円の拠出金が承認されました。 
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（７）東京都・地域資源発掘型実証プログラム事業企画案採用決定（7/30）【資料６】 

・ 【資料６】をご覧ください。このような内容で、企画案が承認されました。    

現在、東京都が事業主体を募集中です。いずれモニターツアーの募集が実施され、

来年の３月５日～６日にかけて実施する予定です。なお、上限金額は１,０００万

円になります。本日、席上配布させていただいたニッキンの新聞記事につきまし

ても、後ほどご覧いただければと思います。 

 

（９）第７回・炭焼き体験と水辺の交流会開催（8/21）【資料８】 

・ 【資料８】をご覧ください。毎年、青梅市さんと連携して開催しておりますが、

非常に人気のあるイベントとなっています。今の小学校では、「川に近づくな」教

育を行っており、親も川の怖さが分からない状態です。そういった中、親子で川

の安全学習と共に、炭焼き体験、魚のつかみ取り等も行っています。本件につき

ましては、山崎教育文化副部会長より一言お願いします。 

 

（山崎教育文化副部会長） 

毎年恒例の事業で、募集するとすぐに一杯になってしまうイベントです。リピータ

ーの子どもたちも多いですし、その子どもの友達や近所の子どもなど、参加者にどん

どん膨らみが出ています。もっと人数を増やしたいところですが。命の大切さ、自然

の大切さを学べる、多摩川にどっぷりと浸かれる直接的なイベントだと思います。こ

のイベントは、毎年雨が降ります。しかし子どもたちは気にしません。それがまた楽

しい思い出になると思います。私も毎年楽しみに指導をしております。 

 

（11）第２回“多摩川酒蔵街道”のキャンペーンについて（9/1～）【資料 10】 

・ 【資料 10】をご覧ください。この秋のチラシになります。昨年秋に対外公表し、

大きな反響がありました。今回はチラシを少しリニューアルしています。ＪＲ

東日本八王子支社さんと連携し、チラシ２万枚のうち９千枚を、八王子支社管

轄の駅に設置してもらいました。また、大多摩観光連盟さんが発行する大多摩

四季報にも広告を掲載していただきました。はとバスさんでも商品化されまし

た。去年もツアーが８回催行され、のべ２９０人が参加されたそうです。この

数字は、ヒット商品の部類に入るそうです。今年も秋の中核商品として販売す

るそうです。次のページはＪＲさんのお座敷列車ですが、今年６月に開催され、

１２０名が参加されました。また、「青梅・五日市線の旅」パンフレットの中

でも多摩川酒蔵街道が紹介されています。本件につきまして、今回の“多摩川

酒蔵街道”のキャンペーンにあたり、５蔵を取り纏めていただいた、小澤運営

委員より一言お願いします。 
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（小澤運営委員） 
文化遺産になると人が沢山集まります。文化遺産はすなわち観光施設であると

いうことです。酒蔵も、文化施設であると同時に観光施設でもあるということが

広く認識されてきたと思います。奥多摩の渓谷を旅しながら、酒蔵に足を延ばす

ことが、酒好きの方々には面白い企画になっているようです。東京には９蔵の酒

造があり、そのうちの５蔵は西多摩に集中しています。東京の酒処とうたっても

間違いではないだろうと思います。そうは言ってもまだまだ皆さんに存在を知ら

れていませんので、東京の酒処が西多摩に５蔵あるんだということをＰＲし、地

元の方にも大きな資産であると感じてもらいたいと思います。今後も皆さんに喜

んでいただけるよう、頑張っていきたいと思います。 
 

（12）東急百貨店より第６回「ココエコチャリティー」の寄付金贈呈（9/29）【資料 11】 

・ 【資料 11】をご覧ください。平成２７年９月２９日、株式会社東急百貨店本社

にて、今年も東急百貨店のココエコチャリティー・イベントによる売上金の一

部４３２，５１６円が、当フォーラムに寄付金として贈呈されました。因みに

贈呈式には、細野会長にご出席いただきました。なお、いただいた寄付金は、

「多摩川一斉水質調査」などの多摩川環境保全活動に役立てていきます。 

 

（13）第８回・たまリバー５０キロ命名記念・ＲＵＮ＆ＷＡＬＫ開催（10/4） 

・ 今年は１０月４日に大田区民有志により、地元の中学生ほか約７０名が参加さ

れ、フォーラム事務局も大田区丸子橋から一緒にスタートし、タスキをつなぎ

ながらゴールの羽村市役所を目指して激走しました。なお、イベント当日に集

まった桜の植樹募金は、後日改めて大田区から当フォーラムに贈呈される予定

です。 

 

（14）「東北・桜サミット開催」に関する記者発表（10/5）【資料 12】 

・ 【資料 12】をご覧ください。当フォーラムの事務局長であり、協議会事務局長

でもある宮坂が、昨日から山形に出張しており、山形県庁の記者クラブで「東

北・桜サミット」の記者発表を行いました。「東北酒蔵街道」についてもイベ

ント当日に発表を行います。 

 

（16）第７回・美しい多摩川クリーンキャンペーン開催（11/7、11/14）【資料 13】 

・ 【資料 13】をご覧ください。美しい多摩川クリーンキャンペーンのチラシ    

です。第１回目は５団体からスタートし、６回目となる昨年度は２５団体が     

連携団体として名を連ねています。今年度は、御岳登山鉄道株式会社様、     

株式会社キャリア・マム様、富国生命保険相互会社立川支社様が新たに参加     
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される予定です。なお、ポスターにつきましては、今月中に各連携先に配布す

る予定です。 

 

（17）第８回・多摩川子ども環境シンポジウム開催（12/5）【資料 14】 

・ 【資料 14】をご覧ください。今年は、現在のところ、６組が確定しております。

最終的には１０組を目標に、各参加団体と調整中です。本件につきまして、山

崎副部会長、何か補足はございますか。 

 

（山崎副部会長） 
毎年子どもたちが自主的な研究発表を行っています。非常に高度な発表内容か

ら、作文を読むだけのものまで多岐にわたっています。場所はフォレストイン昭

和館です。一流ホテルのふかふかの絨毯の上で、普段出来ないようなことができ

る発表会です。皆さんのお知り合いの子どもたちや学校関係者にぜひ声をかけて

ください。子どもたちに表舞台に出るチャンスを与えてあげたいと思っています。

発表後には、「みんなの発表誌」という立派な冊子を作ります。これを私立学校の

お受験で見せると、ほぼ受かっています。自主的な発表をすることは、特に私立

学校では有利なようです。子どもの自主的な活動を大人は見守るという姿勢が良

いと思っています。発表内容がマンネリ化しつつあるので、新たな発表があれば

良いと思っています。ぜひまわりのお子さんに声を掛けて下さい。 

 

（18）御岳・冬物語開催（12/11）【資料 15】 

・ 【資料 15】をご覧ください。こちらは本年度の新規事業で、これまでに皆様か

ら様々なご意見をいただきました。その中で実施可能なプログラムを検討し、

平野副会長との日程調整を経て、このような形で第１回目をスタートすること

となりました。お昼時にお集まりいただき、御岳山の宿坊「御岳山荘」で「多

摩の物語」の語り会を実演していただきます。その後、御岳の御師料理を堪能

していただきます。１１月１６日から受付を開始しますので、お早めにお申込

みをお願いいたします。経過報告は以上です。 

 

（渡邉部会長） 
事務局からの経過報告で、他にご質問などございますか。ないようですので、意見

交換に進めます。 
 

（山崎副部会長） 
冬物語の内容については、私も以前御岳山で夜を過ごしたことがありますが、高尾

山より１００倍夜景がきれいです。せっかく空気の澄んだ御岳山に登り、３千円かか
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るのであれば、もう少し値段を上げて１泊してはどうでしょうか。ただ夜景を見るだ

けではつまらないというのであれば、私がムササビ見学に連れて行きます。２週間前

に高尾山に登ったら、すでにムササビが飛んでいました。せっかく登るのであれば、

自然も一緒に味わってもらいたいと思います。 

 

（事務局） 
おっしゃる通り、去年からそういったご意見もいただいておりましたが、今回につ

いてはトライアルということで、実現できるところからやってみるということで、ご

理解をお願いいたします。 
 

（渡邉部会長） 
今後の経過を見ながら内容を検討していくということです。他にご意見などござい

ますか。 
 

（大崎様） 
大崎と申します。エコネット羽村という環境団体で活動しております。先日の西多

摩新聞にも掲載されましたが、いま日本の竹林が放置され問題になっています。これ

らを炭にすることで、色々なものに活用できるようになります。炭焼き体験と水辺の

交流会では竹炭を作っているようですが、竹炭はその日のうちにできません。子ども

たちは、自分で作ったものをその日のうちに持ち帰ることができません。我々がやっ

ている炭作りは特殊な方法で、消し炭作りです。その日のうちに水をかけて炭をすぐ

に使えるようになります。ちょっとした経験からくる助言でした。 
 

（渡邉部会長） 
有り難うございました。他にご意見などございますか。ないようでしたら意見交換

に進みます。 

 

４．意見交換（副部会長） 
（渡邉部会長） 

はじめに事務局の方から説明してください。 
 

（１）「多摩の物語」の今後の取り組みについて 

（事務局） 

本日は平野部会長が欠席されていますが、「多摩の物語」の冊子を回覧しますので、

経緯を説明しながらご意見をいただきたいと思います。こちらは平成２３年度～２４

年度の２カ年にわたり、農林水産省関東農政局の食と地域の交流促進対策交付金を活
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用し、青梅・あきる野・奥多摩に足を運んで、実際に見たこと聞いたことを物語にし、

地元の食も発掘してまとめたものです。平成２４年度には、立川グランドホテルで発

表会を行いました。平成２５年度には、当フォーラムの予算で冊子を作りました。平

成２６年度～２７年度にかけては、とうきゅう環境財団の助成金を活用し、羽村・八

王子・日野・小平・小金井・三鷹・多摩・府中・調布・狛江・大田・川崎の物語を発

掘し、今年３月に羽村で発表会を行いました。その内容を今年度冊子化している最中

です。１２月１１日に開催する御岳・冬物語では、１回目にまとめた物語と２回目に

まとめた物語の両方を発表する予定です。今年度２冊目が出来ますが、今後、どんな

形で広げていったら良いのか、普及させていけば良いのか、今後の方向性についてご

意見がございましたらよろしくお願いいたします。その前に、とうきゅう環境財団の

常務理事で事務局長でもあり、環境清流部会の副部会長でいらっしゃいます小野木様

に、「多摩の物語」の評価を含め、ご意見をお願いいたします。 

 

（小野木副部会長） 

いま改めて、本になっている「多摩の物語」を拝見しましたが、助成金の報告書を

読むのとはまた違い、中身に引き込まれていく印象を受けました。これに何か絵をつ

けて、子ども向けの絵本にしたらどうかと思いました。私たちのほうでまたお手伝い

できることがあればと思いますので、掘り起こし、まとめの次に、発表して皆さんに

知ってもらう方法を、皆で知恵を出し合って進めていければと思いました。 

 

（渡邉部会長） 

それでは、皆様からのご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

 

（山崎副部会長） 

質問ですが、「多摩の物語」の冊子はどこかに配布をしたのでしょうか。まだして

いないのでしょうか。 

 

（事務局） 

この冊子は平成２５年度に作成しましたので、配布はしております。 

 

（山崎副部会長） 

どこに何冊くらい、どういう風に配布したのでしょうか。 

 

（事務局） 

予算の関係で、発行部数は１０００冊のみのため、限られた中で、行政、教育関係

者を中心に配布しました。フォーラム会員の皆さんにも配布しました。 
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（山崎副部会長） 

配布する際にお金がかかっていると思いますので、アンケートのようなものを同封

し、フィードバックを得られたのでしょうか。ただばら撒いても、続ける意味がある

のか疑問です。初めて読む人がのめり込めるかどうか、学校に配っても子どもたちが

読むかどうか。小野木さんがおっしゃるように、子どもたちが読みたい、見てみたい

と思えるようなものにしていかないと、作る側の自己満足に終わってしまいます。 

 

（事務局） 

有り難うございました。おっしゃる通りの部分もあると思いますが、事務局のマン

パワーの問題で、そこまで手がまわっていないというのも事実です。しかしながら、

自己満足で終わらないよう、検証して参りたいと思います。 

 

（渡邉部会長） 

有り難うございました。時間も押しておりますので、これだけは話したいというこ

とがありましたらお願いいたします。無ければ、次に進みます。事務局から説明をお

願いします。 

 

（２）美しい多摩川フォーラム・１０周年（平成２９年度）記念事業について 

（事務局） 

フォーラムは平成２９年度に１０周年を迎えます。皆さんからご意見を伺いたいの

ですが、事務局で考えているのは、「多摩川カヌー駅伝大会」、１０周年記念シンポジ

ウム、多摩川夢の桜街道の札所の見直し、美しい多摩川フォーラムの森での桜植樹イ

ベント等です。その他、何かご意見などございましたらよろしくお願いいたします。 

 

（渡邉部会長） 

ただいまの説明に対し、ご意見ご質問があればお願いします。 

 

（福本様） 

奥多摩周遊道路を利用し、夜間の夜空散歩はいかがでしょうか。奥多摩周遊道路の

夜間開放が可能であれば、規定を設けて夜空の散策ならびにファミリー層をターゲッ

トとした解説付きのミニツアーはどうでしょうか。概要を作成し、部会で具体的な協

力先を模索するというのはいかがでしょうか。御岳山荘ならびに更に源流の宿泊施設

の利用促進に繋がります。３世代を繋ぐことが具現化していくと思います。 

 

（事務局） 

ご指名で恐縮ですが、東京市町村自治調査会の石井様、アドバイスやご意見等が
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ございましたらよろしくお願いいたします。 

 

（石井アドバイザー） 

多摩川に縁深く関わっている市民はそれほど多くないのではないでしょうか。昔に

比べてきれいになってきた多摩川を数値だけではなくＰＲするにはどうしたら良い

のかと考えています。法人会員のＪＲ東日本が「中央線が好きだ。」というキャンペ

ーンをやっていますが、多摩川に関する情報も流してくれれば、通勤客も見てくれる

のではないかと思います。 

 

（渡邉部会長） 

有り難うございました。その他ございますか。無ければ次に進めます。事務局から

説明をお願いします。 

 

（３）その他 

（事務局） 

「多摩の物語」の冊子ですが、本日何冊かご用意しましたので、興味のある方はお

持ち帰りください。 

 

５．総括・閉会（部会長） 

（渡邉部会長） 

今日も事務局から経過報告をしてもらいましたが、大変充実していると思います。

東京都地域資源発掘型実証プログラム事業企画案については、大変だと思いますが、

頑張っていただきたいと思います。酒蔵街道も大変人気があるようです。今後ますま

す発展してほしいと思います。また、東急百貨店からの寄付金は、大変有り難いお話

です。今後の予定としては、多摩川子ども環境シンポジウムがあり、発表者が不足し

ているようなので、ぜひ皆さんからも参加の呼びかけをお願いします。御岳・冬物語

もぜひ成功させてください。意見交換では、「多摩の物語」の今後の取り組みに関し

て、また、フォーラム１０周年記念事業については、今後も事務局のほうにご意見を

お寄せ下さい。それでは、本日の合同部会を終了します。有り難うございました。 

 

以  上 


